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問
１　

平
成
25
年
10
月
の
大
型
台
風
で
大

網
駅
周
辺
の
小
中
川
、
金
谷
川
が
洪
水
に

な
り
、
大
網
駅
南
口
の
田
ん
ぼ
が
冠
水
し
、

ま
た
北
口
の
大
竹
地
区
で
は
床
上
浸
水
も

あ
り
ま
し
た
。
小
中
川
は
千
葉
県
山
武
土

木
事
務
所
が
管
理
し
て
い
ま
す
が
、
圏
央

道
大
網
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か

ら
大
網
街
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
あ
り
大
網

街
道
の
拡
幅
等
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
大
網
街
道
と
小
中
川
の
改

修
等
の
予
定
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
す
。

答　

主
要
地
方
道
千
葉
大
網
線
の
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
接
続
部
か
ら
駒
込

交
差
点
ま
で
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
千
葉
県
で
は
整
備
計
画
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
二

級
河
川
小
中
川
の
上
流
部
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
大

網
駅
か
ら
池
田
橋
ま
で
の
約
９
０
０
メ
ー

ト
ル
の
区
間
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
昨
年

度
よ
り
整
備
の
検
討
に
着
手
し
て
い
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
千
葉
県
に
対
し
て
整
備
の
要
望

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
２　

小
中
川
が
あ
ふ
れ
な
い
よ
う
に
、

河
道
掘
削
の
予
定
、
そ
れ
か
ら
草
刈
り
の

予
定
に
つ
き
ま
し
て
質
問
い
た
し
ま
す
。

答　

小
中
川
の
除
草
に
つ
い
て
は
、
現
在

入
札
手
続
中
で
あ
り
、
９
月
下
旬
に
受
注

者
決
定
予
定
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
河

道
掘
削
に
つ
い
て
は
、
取
水
期
を
避
け
、

10
月
以
降
に
現
状
を
確
認
し
、
緊
急
度
の

高
い
河
床
を
選
定
し
工
事
を
発
注
す
る
予

定
で
あ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

問
３　

金
谷
川
の
改
修
工
事
の
推
進
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
平
成
24
年
２
月
定
例
議

会
の
一
般
質
問
以
来
、
何
回
も
質
問
、
提

案
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
金
谷
川

の
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
事
業
区
間
４

６
０
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
１
１
７
メ
ー
ト
ル

が
完
了
し
て
お
り
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い

て
確
認
の
意
味
で
質
問
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
金
谷
川
全
体
の
今
後
の
計
画
に
つ
い

て
も
質
問
い
た
し
ま
す
。

答　

平
成
25
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
し
て

お
り
、
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
は
ま
ず
今

年
度
は
、
要
害
橋
の
下
流
部
の
護
岸
工
事

を
約
15
メ
ー
ト
ル
実
施
し
ま
す
。
ま
た
要

害
橋
上
流
部
に
お
い
て
、
既
設
の
河
川
か

ら
完
成
後
の
河
川
へ
切
り
回
す
工
事
を
行

い
ま
す
。
来
年
度
に
つ
い
て
は
、
現
在
橋

梁
部
に
お
い
て
湾
曲
し
て
い
る
仮
設
道
路

を
元
の
道
路
形
態
に
復
元
す
る
予
定
で
す
。

要
望　

旧
国
道
の
工
事
現
場
、
要
害
橋
の

仮
設
道
路
が
湾
曲
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
の

交
通
安
全
対
策
と
金
谷
川
・
要
害
橋
の
改

修
工
事
の
推
進
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

問
４　

大
網
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
の

千
葉
銀
行
前
交
差
点
か
ら
ア
ミ
リ
ィ
前
交

差
点
ま
で
の
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
18

号
線
が
11
月
９
日
に
開
通
の
見
込
み
で
す
。

Ｊ
Ｒ
大
網
駅
か
ら
千
葉
銀
行
の
交
差
点
ま

で
の
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
９
号
線
に

は
電
柱
が
立
っ
て
お
り
、
地
震
等
で
倒
れ

る
と
災
害
時
に
は
消
防
車
や
救
急
車
な
ど

緊
急
車
両
の
通
行
が
困
難
に
な
る
と
心
配

す
る
市
民
の
声
が
あ
り
ま
す
。
電
柱
を
地

中
の
共
同
溝
に
埋
設
し
て
道
路
上
に
あ
る

電
柱
を
な
く
す
る
取
り
組
み
、
す
な
わ
ち

無
電
柱
化
の
要
望
を
い
た
し
ま
し
た
。

問
５　

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

私
か
ら
平
成
24
年
６
月
議
会
の
一
般
質
問

で
提
案
し
、
そ
の
後
毎
年
、
教
育
委
員
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
東
金
警
察
署
等
と
合
同
で
点
検

し
、
改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
実
績
に
つ
い
て
、
ま
た
本
市
に
お
け
る

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
安
全
点
検
と
改
善
実
績
に
つ
い
て

質
問
い
た
し
ま
す
。

答　

平
成
24
年
８
月
に
実
施
し
た
通
学
路

の
緊
急
合
同
点
検
で
は
、
市
全
体
で
43
カ

所
の
要
対
策
箇
所
が
あ
り
、
こ
の
内
現
在

ま
で
に
39
カ
所
の
対
策
が
完
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
、
学
校
内
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
な
ど
４
カ
所
を
改
善
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
⑥
み
ず
ほ
台
、
季
美
の
森
、

み
ど
り
が
丘
、
み
や
こ
野
、
な
が
た
野
団

地
の
街
路
樹
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
⑦
防

災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
改
定
に
つ
い
て
⑧
ヘ
ル

プ
カ
ー
ド
の
普
及
推
進
に
つ
い
て
質
問
、

要
望
し
ま
し
た
。

問　

白
里
地
域
の
防
災
・
減
災
と
い
う
こ

と
で
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
て
み
ま

す
と
、
南
白
亀
川
を
た
ど
っ
て
い
く
と
黄

色
の
部
分
が
拡
張
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

エ
リ
ア
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
ま
た

ど
ん
な
影
響
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
市
内
を

流
れ
る
南
白
亀
川
や
真
亀
川
な
ど
大
雨
で

増
水
し
、
堤
防
の
決
壊
や
河
川
か
ら
水
が

あ
ふ
れ
た
場
合
を
想
定
し
、
浸
水
す
る
範

囲
や
深
さ
を
示
し
た
も
の
で
す
。
南
白
亀

川
は
水
田
地
帯
を
流
れ
て
い
る
河
川
で
あ

り
、
特
に
小
中
川
と
の
合
流
地
点
の
上
流

に
お
け
る
地
盤
の
低
い
水
田
部
で
は
、
浸

水
の
深
さ
が
２
メ
ー
ト
ル
未
満
と
想
定
さ

れ
る
エ
リ
ア
で
す
。浸
水
の
深
さ
が
２
メ
ー

ト
ル
の
場
合
、
住
居
の
２
階
の
軒
下
ま
で

浸
る
。
で
す
か
ら
床
上
浸
水
な
ど
の
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

問　

今
、
答
弁
を
伺
い
ま
し
た
が
、
床
上

浸
水
な
ど
の
影
響
を
及
ぼ
す
と
の
こ
と
で

す
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、
市
民
の
皆
様

に
ど
の
よ
う
な
注
意
喚
起
を
さ
れ
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

答　

水
害
に
よ
る
被
害
の
未
然
防
止
、
軽

減
を
図
る
た
め
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
掲
載
や
転
入
者
に
対
し
配
布
し

て
い
ま
す
。
ま
た
防
災
行
政
無
線
や
そ
の

他
、
多
様
な
伝
達
手
段
を
活
用
し
、
身
の

危
険
を
感
じ
る
場
合
は
早
め
の
避
難
を
開

始
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

問　

真
亀
川
の
排
水
機
場
の
管
理
状
況
と

ポ
ン
プ
の
補
修
点
検
や
今
後
の
改
修
工
事

の
必
要
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

排
水
機
場
は
、
排
水
路
５
ヶ
所
に
設

置
し
て
い
ま
す
。
設
置
位
置
は
真
亀
川
の

下
流
側
か
ら
波
乗
り
道
路
脇
の
第
３
排
水

機
場
、
次
に
産
業
道
路
脇
の
黒
潮
橋
排
水

機
場
、
次
に
伊
勢
化
学
工
場
裏
の
枝
川
排

水
機
場
の
３
施
設
こ
れ
は
建
設
課
が
管
理

し
て
い
ま
す
。
更
に
上
流
側
に
北
今
泉
第

１
排
水
機
場
と
北
今
泉
第
２
排
水
機
場
の

２
施
設
は
、
農
業
振
興
課
が
管
理
し
て
い

ま
す
。
災
害
時
等
に
正
常
に
稼
働
す
る
よ

う
保
守
点
検
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

①
核
廃
絶
へ
市
長
の
思
い
に
つ
い
て

問　

今
、
核
廃
絶
を
め
ぐ
っ
て
重
要
な
局

面
を
迎
え
て
い
る
。
改
め
て
、
市
長
の
核

廃
絶
と
平
和
へ
の
思
い
を
伺
い
た
い
。

市
長　

世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
の
国
民
と

し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
人
々
に
核
兵
器

の
な
い
世
界
の
実
現
を
訴
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

②
防
災
対
策
に
つ
い
て

問　

避
難
準
備
情
報
の
名
称
に
つ
い
て
内

閣
府
は
一
昨
年
12
月
改
訂
を
行
っ
た
。
避

難
準
備
情
報
の
名
称
と
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味

に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
か
ら
市
の
広
報
な
ど

で
市
民
に
周
知
さ
れ
た
い
。
災
害
が
起
き

て
か
ら
で
は
間
に
合
わ
な
い
。

　

こ
の
際
、
確
認
す
る
が
、
避
難
準
備
情

報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
は
必
ず
緊
急
避

難
場
所
を
開
設
す
る
と
い
う
こ
と
か
？

答　

発
令
し
た
場
合
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

避
難
場
所
の
開
設
を
し
て
い
き
ま
す
。

問　
「
緊
急
避
難
場
所
」
と
「
避
難
所
」

の
区
別
に
つ
い
て
、
東
日
本
大
震
災
が
起

き
た
こ
と
を
契
機
に
、
こ
れ
も
変
更
さ
れ

た
。
ど
う
周
知
し
て
い
る
か
？

答　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
内
全
戸
に
お
配

り
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
も
記
載
し
て

い
ま
す
。

問　

行
政
は
知
ら
せ
る
努
力
、
住
民
は
知

る
努
力
が
重
要
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
市

民
が
良
く
目
を
通
し
て
身
近
に
置
い
て
お

く
必
要
が
あ
る
が
、
も
し
、
紛
失
し
た
と

い
う
よ
う
な
場
合
は
問
い
合
わ
せ
れ
ば
配

布
す
る
の
か
？

答　

市
の
安
全
対
策
課
、
中
部
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
白
里
出
張
所
等
に
も
配

置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
各

施
設
で
お
受
け
取
り
頂
き
た
い
。

問　

防
災
無
線
は
、
外
の
風
雨
で
聞
こ
え

な
い
。
個
別
受
信
機
は
現
在
い
く
つ
配
布

さ
れ
て
い
る
か
？

答　

平
成
30
年
８
月
１
日
現
在
３
３
１
４

台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

東
金
市
、
九
十
九
里
町
な
ど
の
近
隣

の
市
町
で
は
無
料
配
布
し
て
い
る
。
是
非
、

無
料
化
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
さ
れ
た

い
。

③
市
役
所
職
員
の
適
正
確
保
に
つ
い
て

問　

市
職
員
数
は
、
正
職
員
が
５
２
３
人

に
対
し
て
、
臨
時
職
員
な
ど
非
正
規
職
員

数
が
２
８
７
人
。
３
割
以
上
を
占
め
て
い

る
。
非
正
規
職
員
に
つ
い
て
は
、
平
成
32

年
４
月
か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員
と
い
う

新
た
な
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
制
度
の

概
要
を
説
明
さ
れ
た
い
。

答　

従
来
の
臨
時
職
員
、
非
常
勤
職
員
制

度
の
運
用
に
あ
た
り
ま
し
て
、
各
地
方
公

共
団
体
に
よ
っ
て
任
用
、
勤
務
条
件
等
に

関
す
る
取
扱
い
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
よ
う
な
、
不
明
確
な
状
態
で
あ
る
と

の
こ
と
か
ら
、
制
度
と
し
て
適
切
な
運
用

を
確
保
す
る
た
め
に
会
計
年
度
任
用
職
員

が
創
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

問　

新
た
な
任
用
制
度
に
あ
た
っ
て
は
非

常
勤
職
員
の
処
遇
改
善
に
繋
が
る
よ
う
に
、

ま
た
、
職
場
の
声
を
踏
ま
え
た
上
で
対
応

す
る
よ
う
に
努
力
さ
れ
た
い
。

④
子
育
て
・
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問　

７
月
24
日
、
菅
官
房
長
官
が
、
児
童

生
徒
へ
の
安
全
、
健
康
を
守
る
た
め
の
猛

暑
対
策
は
緊
急
の
課
題
だ
と
し
て
、
小
中

学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
政
府
と
し
て

補
助
す
る
と
い
う
考
え
を
示
し
た
。
そ
の

後
、
国
や
県
か
ら
の
情
報
提
供
や
指
示
な

ど
が
あ
っ
た
か
？

答　

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
全
公
立
小

中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
を
来
年
夏
ま
で
に
設

置
す
る
と
い
う
方
針
は
特
に
示
し
て
い
な

い
と
の
見
解
だ
っ
た
こ
と
が
、
過
日
、
情

報
と
し
て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

問　

今
年
の
異
常
な
猛
暑
を
実
際
に
体
験

す
る
中
で
、
こ
の
山
武
、
長
生
地
域
で
も

大
き
く
市
町
村
の
動
き
が
あ
り
、
一
気
に

や
ろ
う
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
。「
一

気
の
設
置
」
に
向
け
て
更
な
る
努
力
を
お

願
い
し
て
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

　

な
お
、
④
の
「
子
育
て
・
教
育
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
」
は
、
時
間
切
れ
の
為
、

エ
ア
コ
ン
問
題
の
み
を
質
問
し
、
後
は
次

回
に
回
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

前
之
園 

孝
光
　
議
員

「
災
害
か
ら
命
と
財
産
を
守
ろ
う
。

　
　
　
　
防
災
・
減
災
対
策
を
急
げ
！
」

市
議
会
公
明
党

会派代表質問

秋
葉 

好
美 

議
員

関
連
質
問

　

日
本
で
発
生
す
る
次
の
巨
大
地
震
は
、

南
海
ト
ラ
フ
と
関
東
地
域
の
地
震
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら

な
い
地
震
、
災
害
か
ら
命
と
財
産
を
守
る

取
り
組
み
が
急
務
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問　

津
波
避
難
路
の
誘
導
灯
に
つ
い
て
津

波
避
難
路
の
誘
導
灯
は
現
在
ま
で
１
７
３

基
が
設
置
済
み
と
伺
っ
て
い
る
が
、
今
年

度
の
設
置
予
定
に
つ
い
て
、
ま
た
今
後
の

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

蓄
電
池
式
Ｌ
Ｅ
Ｄ
誘
導
灯
の
整
備
は

全
体
で
１
７
３
基
が
完
了
し
、
今
年
度
は

10
基
を
整
備
予
定
で
あ
る
。
今
後
は
、
避

難
路
沿
い
で
、
既
設
防
犯
灯
の
な
い
区
間

へ
蓄
電
池
式
Ｌ
Ｅ
Ｄ
誘
導
灯
の
新
規
設
置

整
備
を
進
め
る
。

問　

火
災
報
知
器
の
設
置
に
つ
い
て

火
災
報
知
器
の
設
置
に
関
し
て
は
、
法
律

で
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
本
市
の
火
災
発
生
状
況
に
つ
い
て
、
②

火
災
報
知
器
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
、
③

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
な
ど
、
火
災
報

知
器
を
設
置
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
々
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

①
本
市
に
お
け
る
過
去
５
年
間
の
火

災
件
数
平
成
25
年
24
件
、
平
成
26
年
13
件
、

平
成
27
年
28
件
、
平
成
28
年
24
件
、
平
成

29
年
19
件
。

②
本
市
の
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
は
総

務
省
の
調
査
結
果
で
平
成
30
年
６
月
末
現

在
74
％
、
ま
た
引
き
続
き
消
防
本
部
と
連

携
し
設
置
促
進
に
努
め
ま
す
。

③
火
災
警
報
器
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
困

難
な
高
齢
者
や
障
害
者
世
帯
を
対
象
に
、

山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
の
職

員
が
訪
問
し
、
取
り
付
け
支
援
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

問　

74
％
の
設
置
率
と
の
答
弁
で
あ
っ
た

が
、
ど
の
よ
う
な
調
査
だ
っ
た
の
か
。

答　

全
世
帯
で
は
な
く
、
無
作
為
と
い
う

事
で
、
大
網
、
柿
餅
、
季
美
の
森
南
、
み

ど
り
が
丘
、
な
が
た
野
の
２
１
７
世
帯
が

抽
出
さ
れ
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

要
望　

今
後
も
防
災
減
災
な
ど
市
民
の
立

場
に
立
っ
た
安
全
安
心
へ
の
更
な
る
取
り

組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
田 

繁
子 

議
員

関
連
質
問

蛭
田 

公
二
郎
　
議
員

①
核
廃
絶
へ
市
長
の
思
い
②
防
災
対
策

③
市
職
員
の
適
正
確
保
④
エ
ア
コ
ン
設
置

個人質問


